
茨木市産業環境部商工労政課

このチラシは、1,000枚作成し、1枚当たりの単価は32円です。

TEL 072-620-1620 環境にやさしい

植物油インキを

使用しています。

（平日８:４５～１７:１５）

応募締切2020年2月18日（火）

ホームページ ： https://www.city.ibaraki.osaka.jp/kikou/sangyo/shoukou/event/38630.html

※定員に達した場合、募集を締め切ることがあります。

お申込み・お問い合せ先

ゴミの減量にご協力ください。

海外ネット通販（越境EC）セミナー
海外市場に興味のある方、海外販路開拓の方法をお探しの方向けのセミナーです。

越境ECの基礎知識や海外の通販への展開方法・事例を学ぶことができます。

茨木市立男女共生センターローズWAM 404・405号室茨木市立男女共生センターローズWAM 404・405号室茨木市立男女共生センターローズWAM 404・405号室茨木市立男女共生センターローズWAM 404・405号室

水２２２202020202020 月月月月年年年年 日日日191919日　時

会　場 先着30名先着30名先着30名先着30名定　員

14：00～17：0014：00～17：0014：00～17：0014：00～17：00

海外ネット通販（越境EC）セミナー受講申込書
※メールまたは FAX で下記あて先までお申込み・お問い合わせください。

会　社　名

受 講 者 名

住　　　所
〒　　　　ー　　　　　　

部署・役職

T 　E　 L

業　　　種 製造・卸売・小売（実店舗）・小売（EC 店舗）・その他（　　　　　　　　  　                       　）

E-mail

F A X : 072 ー 627－0289
E-mail : kigyousien＠city.ibaraki.lg.jp

参加
無料

※本申込書にご記入いただいた個人情報は、本セミナー実施時の資料として使用します。また、茨木市商工労政課からの各種連絡、

　アンケートの調査、情報提供のために利用させていただきます。

ジェイグラブ株式会社
　
越境 EC　コンサルタント

ストライプジャパン株式会社
　
アカウントエグゼクティブ

横川　広幸 氏

第1部

講師

失敗事例から知る越境ECの基礎
知識と成功のみちしるべ

種子田　寛子 氏

第２部

講師

越境ECの決済について知って
おくべきこと

主催：茨木市

協力：中小機構  近畿本部 ・ MOBIO（ものづくりビジネスセンター大阪）

BtoB 編BtoB 編









令和元年度 茨木で夢をかなえる！創業セミナー 

 

参加者アンケート【集計】 
 

■ このセミナーをどこで知りましたか。 

チラシ・ポスター ８ 

広報いばらき ４ 

茨木市ホームページ ５ 

茨木市 SNS ０ 

茨木商工会議所メールマガジン ２ 

知人の紹介 ４ 

その他 １ 

無回答 ０ 

  チラシ・ポスターの場所：市役所、中央図書館（２）、茨木市駅、JR 茨木駅（２） 

  その他の内容：友人 SNS 

 

■ 参加しようと思ったきっかけは何でしたか（複数可）。 

プログラムが魅力的だった ８ 

参加しやすい日時だった ５ 

茨木市に特化した内容で、興味があった １４ 

参加しやすい場所だった ３ 

公的機関のセミナーだった ４ 

講師が魅力的だった １ 

知人に誘われた・勧められた ３ 

人脈を広げたかった ３ 

その他 １ 

無回答 ０ 

  その他の内容：何となく勉強しようと思った 

 

■ 開催時期・時間帯・場所は参加しやすいものでしたか。 

≪時 期≫  

良い ２４ 

悪い ０ 

無回答 ０ 

  参加しやすい時期：1～3 月頃 

 

≪時間帯≫ 

良い ２２ 

悪い ２ 

無回答 ０ 

  参加しやすい時間帯：19 時頃（３）、11～12 時頃 



≪場 所≫  

参加しやすい １２ 

参加しにくい ６ 

どちらとも言えない ６ 

無回答 ０ 

 

■ セミナーの開催時期・時間帯・場所についてご希望があれば、お聞かせください。 

・茨木市内でお願いします 

・茨木で開催してほしいです 

・茨木市内でも良いかと思います 

・茨木市周辺であれば行きやすい 

・市内でも同様のものを開催していただけるとありがたいです 

・茨木市内でお願いしたい 

・どうせなら茨木の方が？ 

・土日がありがたいです 

・夜間の時間帯が参加しやすいです 

 

■ 内容について、良かった点や改善すべき点をお聞かせください。 

制度や市の紹

介について 

・補助金があるのが助かります。 

・茨木市は充実していることが改めてわかりました。 

・茨木市が府内 No.1というのが知れて良かった。 

・非常に分かり易かった 

・コンパクトで具体的に知ることができました。 

・OK 

・配付されている資料のまとめが欲しいです。全体で何があるのかフロ

ーがわかりづらいです。 

セミナーや講

演について 

・大坪さんの話がリアルで良かったです 

・経験者の話は参考になった 

・難しすぎず、聞きやすい内容と思います。 

・良かったと思います。 

・ちょっと思っていた内容より浅かった。 

・内容の濃い話が聞けて非常に為になった。上級・中級・初級に分けて

開催頂ければと思う。 

・具体的な事例に基づき分かりやすかったです。 

・OK 

・創業して、利益が出せれているのか、具体的にわかりにくかった。 

・事前アンケートには回答を用意されてるとよいかと感じました。知ら

ない・わからないでは少し期待と異なりました。 



令和元年度 茨木で夢をかなえる！創業セミナー 

 

参加者同士の

交流について 

・知人がいてビックリでした！！ 

・知人がいてよかったです。 

・創業ミニセミナーの中で参加者同士で意見を交換する時間があり、そ

れをきっかけに交流する事が出来た。 

・どの人に声をかければいいか、わからないです。 

・もう少し、話をするきっかけを誘導していただいたら良かったかと思

います。 

・席の形を変えたらもう少し話ししやすいんでは？ 

・少し時間が短いと感じました。 

その他 

・茨木市の制度は茨木市以外で起業している場合、活用できるのでしょ

うか？ 

・色々なお話を伺えて参考になりました 

・「茨木市」でのメリットという点があまり感じれなかった。茨木住み

なので茨木でするけど、他市とどう違うのかなどその辺ききたかっ

た。 

・全体的に時間が短く感じた。テーマをしぼり、複数回に分けて開催頂

ければと思う。 

・また交流できる機会を持てればと思いました。 

 

■ 創業地としての茨木市についてお聞かせください。 

① セミナーを受けて、茨木市で創業することに魅力を感じましたか。 

はい ２１ 

いいえ ０ 

無回答 ３ 

② ご自身が創業する際、茨木市を選択しようと思いますか。 

思う １５ 

選択肢に入れて考える ７ 

思わない ０ 

無回答 ２ 

 

■ 創業にあたって、求める支援策はどういったものですか。 

補助金・融資など金銭面での支援 １１ 

専門家の相談を受ける機会の提供 ８ 

創業の準備をする場所の提供 ７ 

創業に役立つ情報の提供 １２ 

創業者同士の交流の場づくり ６ 

勉強会やセミナーの開催 １０ 

その他 １ 

無回答 ２ 

  その他の内容：フローをわかりやすくして欲しいです。 



 

■ 今後受けてみたいセミナーがあれば教えてください。 

・創業者の交流会 

・ネイティブ外国人講師の派遣についてや、雇用について 

・ECサイト運営 

・ネットの関係 

・具体的な融資条件などのセミナー 

・コンサル等のセミナーがあれば 

・起業家交流セミナー 

・販路拡大 

・助成金・補助金の取り方 

 

■ ご自身の創業に関する状況を教えてください。 

① 現在の状況について 

創業済み ３ 

創業するつもりで準備を進めている  

 勤務中 ６ 

 勤務していない ０ 

 不明（無回答） １ 

創業するかどうか検討中 １０ 

無回答・不明 ４ 

 

② 創業する業種（予定含む） 

・カウンセリングルーム 

・カルチャー教室 

・教育 

・幼児教育 

・小売り 

・ITに関する教育関連 

・ワインショップ 

・機械系コンサル 

・コンサル事業 

・鮮魚専門店 

・飲食 

 

 

個人事業主 １０ 

法人 ３ 

無回答 １１ 

  法人の種類：株式会社（２）、合同会社 

 

③ 創業する時期（予定含む） 

創業済み ３ 

創業予定 ２ 

未定 １４ 

無回答 ５ 

  時期（創業済み）：令和元年 3 月、2010 年 2 月 

  時期（創業予定）：2020 年 6 月、令和 2 年 2 月 



令和元年度 茨木で夢をかなえる！創業セミナー 

 

 

■ 性別 

男性 １３ 

女性 ９ 

無回答 ２ 

 

■ 年齢 

１０代 ０ 

２０代 ２ 

３０代 ６ 

４０代 ７ 

５０代 ６ 

６０代 １ 

７０代以上 ０ 

無回答 ２ 

 

■ お住まい 

茨木市 １６ 

茨木市以外の大阪府内 ６ 

大阪府外 ０ 

無回答 ２ 

 











生産者の顔が見える新鮮な地元・茨   
佐保地区は、彩都のすぐ北側にあり、比較的

市街地（まち）に近い地域です。地域のみな

さんで佐保川を守っており、水がきれいな佐

保地区で栽培された旬の野菜やお米をお届け

します。 

『
茨
木
市
北
部
』
の 新

鮮
な
野
菜
が
買
え
ま
す
。 

第 1・3月曜日 第 1・3金曜日 

～いばきたマルシェ～ 

日時 

生産者の忍頂寺地区の河野さんは、スーパー

などではあまり出回っていない野菜や品種を

選んで生産されています。珍しい野菜に出会

えるかも。 

from 忍頂寺「Farm河野屋」 from 「アグリファーム佐保」 

 

茨木ショップタウン 

場所 

えきまえマルシェ内 
茨木市西駅前町 4茨木駅前ビル 1F 

JR京都線茨木駅西口から 徒歩 2分 

いばきたマルシェでは、茨木市北部の農家さんが丹精込めて育てた新鮮な野菜を持ち寄り、販売します。 

10：00～ 10：00～ 

日時 

日時 

第 2・4金曜日 

10：00～ 
from 「泉原ファーマーズ」 

泉原地区は、美しい山に囲まれ、谷間にはいつ

も清らかな水が豊富に流れているところから

地名の由来となっています。豊かな水と寒暖差

がお米や野菜がおいしい理由です。 

山 と ま ち を つ な ぐ 



場所:茨木ショップタウン えきまえマルシェ内

茨木市西駅前町4茨木駅前ビル1F

(JR京都線茨木駅西口徒歩２分)

日時:第2・4月曜日 2019年5月から

10時～売り切れ次第終了

この度、農家から茨木市内の農地を借りて農業をしている準農家

の方々が、茨木ショップタウンえきまえマルシェ内で野菜を販売

します。

茨木産の新鮮な野菜、

朝採り野菜があります。

皆さま是非お越し下さい。

茨木市内では、現在30名の方が準農家に登録されています。





第２回茨木市産学連携交流サロン アンケート集計 

令和元年 11 月 26 日（火）18：30～20：30 

茨木市福祉文化会館 302 号室 

参加者数：25 人、アンケート回収数：21 人 

１．本日、参加されて、お感じのことをお聞きします。あてはまるものに○をつけてください。（○はいくつでも） 

１．産学連携の理解がすすんだ     (10) 

２．産学連携を具体的に検討してみたいと思った    (4) 

３．もっと産学連携のメリットや具体的な方法を知りたい   (4) 

４．産学連携に関する各大学の特色や強みを知りたい   (6) 

５．産学連携について、気軽に情報交換、相談できる場がほしい  (5) 

６．その他（具体的にどうやって心理学を活かしたフィールドを開拓し、どう学生を巻き込んで 

産学連携を進めていくのか）    (1) 

２．本日の内容について、項目ごとにあてはまるものに○をつけてください。（○はそれぞれ１つ） 

話
題
提
供
と 

意
見
交
換 

テーマ １．よかった（17） ２．どちらともいえない（3） ３．よくなかった（0） 

内 容 １．よかった（18） ２．どちらともいえない（2） ３．よくなかった（0） 

時間の長さ １．短い（0） ２．ちょうど良い（20） ３．長い（0） 

交
流
会 

話しやすさ １．よかった（13） ２．どちらともいえない（3） ３．よくなかった（0） 

情報交換の場として １．よかった（12） ２．どちらともいえない（4） ３．よくなかった（0） 

時間の長さ １．短い（2） ２．ちょうど良い（13） ３．長い（0） 

３．企業・事業所の方におたずねします。 

どのような分野で産学連携を検討してみたいと思われますか。あてはまるものに○をつけてください。

（○はいくつでも） 

１．技術開発（3） ２．商品開発（12） ３．サービス開発（6） ４．業務改善（3） 

５．人材育成（3） ６．PR、デザイン（4） ７．その他（2）（地域貢献。心理学を活かせる分野） 

４．皆さんにおたずねします。 

本サロンなどの催しに参加しやすい時間帯、曜日に○をつけてください。（○はいくつでも） 

時間帯 10～12 時（1）    13～15 時（2）    16～18 時（4）    18～20 時（15） 

曜日 月（11）    火（13）    水（14）    木（13）    金（11）    土（2）    日（1） 

５．今後、この交流サロンで取り上げてほしいテーマや内容など、ご自由にお書きください。 

・立ち話で自由に気軽に話せる場を希望、期待していたので、人数も 30 人くらいが丁度良かった。 

・地域特性のある商品の探究。地産地消。 

・飲食店利用者のパイ（分母）を増やす（街ぐるみ）方法 

・学生をどうやって巻き込んでいくのか 

・人材育成 

・大学が音頭を取らず、学生自体で（産学連携を)行っているケースも紹介して欲しい。 

６．あなたの所属をお教えください。 

１．企業・事業所（11）   ２．大学関係者（6）   ３．学生（2）   ４．その他（1）（地域金融機関） 

 




